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近
く
で
遭
い
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
幡

二
〇
〇
二
年
春
、
桐
生
山
岳
会
チ
ョ

モ
ラ
ン
マ
登
山
隊
は
多
く
の
方
々
の
「
」

声
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
世
界
一

高
い
山
、
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
峰
　
（
八
八
四

隊
長
　
樋
　
口
　
京
　
平
　
八
m
）
を
目
指
し
ま
し
た
。

当
初
予
定
よ
り
二
日
遅
れ
の
四
月
七

日
に
カ
ト
マ
ン
ズ
を
出
発
し
、
十
四
日

に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
　
（
B
C
）
　
予
定
地

（
五
一
五
〇
m
）
　
に
到
着
し
ま
し
た
。

B
C
、
ア
ド
バ
ン
ス
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

（
A
B
C
、
六
三
〇
〇
m
）
　
で
も
順
応

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
た
後
、
第
一
次

ア
タ
ッ
ク
隊
と
し
て
宮
崎
副
隊
長
と
吉

田
隊
員
、
シ
ェ
ル
パ
二
人
が
五
月
十
四

日
A
B
C
を
出
発
し
、
十
七
日
に
宮
崎

と
シ
ェ
ル
パ
一
人
が
登
頂
に
成
功
し
ま

し
た
。
吉
田
は
八
七
〇
〇
m
で
登
頂
を

断
念
し
ま
し
た
。
第
二
次
隊
と
し
て
今

井
ド
ク
タ
ー
、
大
山
隊
員
　
（
無
酸
素
登

頂
予
定
）
　
が
十
五
日
に
A
B
C
を
出
発

し
ま
し
た
が
、
十
七
日
、
大
山
は
C
5

（
七
八
〇
〇
m
）
　
ま
で
で
ア
タ
ッ
ク
を

断
念
し
ま
し
た
。
今
井
は
C
6
　
（
八
二

〇
〇
m
）
　
に
入
っ
た
も
の
の
、
石
川
氏

の
生
死
の
問
題
に
巻
き
込
ま
れ
て
十
八

日
の
出
発
が
遅
れ
、
頂
に
届
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
第
三
次
隊
で
唯
一
C
5
に
入

っ
た
武
田
隊
員
も
、
テ
ン
ト
が
つ
ぶ
さ

れ
る
ほ
ど
の
強
風
に
阻
ま
れ
、
二
十
日

に
頂
を
あ
き
ら
め
強
風
の
中
、
A
B
C

ま
で
下
山
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
事
実
上
、

登
山
活
動
は
終
了
し
ま
し
た
。
二
十
六

日
に
は
B
C
を
引
き
払
い
、
二
十
七
日

に
カ
ト
マ
ン
ズ
着
、
六
月
一
日
ま
で

に
は
全
員
が
日
本
に
帰
っ
て
き
ま
し

た。
こ
の
登
山
を
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、

一
人
の
登
頂
者
し
か
出
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。
隊
と
し
て
成
功
と
も
失
敗
と

も
い
え
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
方
々
の

ご
協
力
、
ご
期
待
に
応
え
得
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
を
、
私
た
ち
は
承
知

し
て
お
り
ま
す
。

後
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
桐
生

市
教
育
委
員
会
、
桐
生
市
体
育
協
会
、

轄
馬
県
山
岳
連
盟
、
桐
生
タ
イ
ム
ス

社
の
各
位
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な

り
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
特
に
桐
生
タ
イ
ム
ス
社
に
は
物

心
両
面
に
渡
り
ご
支
援
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
同
社
記
者
が
一
カ
月
も

の
間
、
隊
と
同
行
し
、
そ
の
臨
場
感

あ
ふ
れ
る
写
真
入
り
記
事
を
す
ば
や

く
岳
友
、
市
民
の
皆
様
に
届
け
て
く

れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
桐
生
山
岳
会
が
こ
れ
だ

け
の
大
事
業
を
無
事
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
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《
行
動
の
記
録
》

3
月
2
4
日
　
先
発
隊
成
田
空
港
出
発

2
5
日
　
バ
ン
コ
ク
↓
カ
ト
マ
ン
ズ

2
6
～
3
1
日
　
隊
荷
整
理
、
物
品
購

入

4
月
1
日
　
本
隊
成
田
空
港
出
発

2
日
　
全
員
カ
ト
マ
ン
ズ
集
合

3
日
　
隊
荷
・
個
装
整
理

4
日
　
メ
ン
バ
ー
・
シ
ェ
ル
パ
顔

合
わ
せ

5
日
　
安
全
祈
願
の
た
め
ゴ
ン
パ

に
参
拝

6
日
　
サ
ー
ダ
ー
宅
訪
問
、
隊
荷

積
み
込
み

7
日
　
カ
ト
マ
ン
ズ
↓
ザ
ン
ム
ー

8
日
　
サ
ン
ム
ー
↓
ニ
ェ
ラ
ム
着

9
～
1
0
日
　
高
所
順
応
ト
レ
ー
ニ

ン
グ

日
日
　
ニ
ェ
ラ
ム
ー
テ
ィ
ン
リ
着

1
2
～
1
3
日
　
順
応
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

1
4
日
　
テ
ィ
ン
リ
↓
B
C
着

1
5
日
　
隊
荷
区
分
け

1
6
～
1
7
日
　
順
応
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

1
8
日
　
休
養
日

1
9
日
　
プ
ジ
ャ
　
（
安
全
祈
願
祭
）

2
0
日
　
順
応
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

2
1
日
　
隊
荷
第
一
次
荷
上
げ

2
2
日
　
順
応
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

2
3
日
　
休
養
日

2
4
日
　
全
員
C
l
　
（
五
八
〇
〇
m
）

へ

2
5
日
　
本
隊
A
B
C
　
（
六
三
〇
〇

m
一
へ

A
B
C
プ
ジ
ャ

C
l
残
留
隊
員
A
B
C
へ

C
4
建
設
へ
荷
上
げ

風
雪
の
た
め
停
滞
、
蓑
崎

日
日
　
B
C
残
留
組
自
主
ト
レ

1
2
日
　
久
保
田
C
l
へ

1
3
日
　
大
山
B
C
↓
A
B
C
へ

1
4
日
　
第
一
次
ア
タ
ッ
ク
隊
　
〈
宮

崎
、
吉
田
）
シ
ェ
ル
パ
2

人
と
A
B
C
↓
C
4
へ

折
原
B
C
－
C
l
へ

1
5
日
　
第
一
次
隊
C
5
へ

第
二
次
ア
タ
ッ
ク
隊
　
（
今

井
、
大
山
）
A
B
C
↓
C

4
へ

1
6
日
　
第
一
次
隊
C
6
へ

第
二
次
隊
C
5
へ

1
7
日
　
第
一
次
隊
宮
崎
と
ミ
ン
マ

が
登
頂
、
吉
田
は
八
七
〇

松
本
下
山

2
0
日
　
武
田
、
強
風
の
た
め
断
念

し
下
山

2
1
日
　
今
井
、
大
山
B
C
↓
サ
ン

ム
ー
へ

そ
の
他
全
員
B
C
に
集
合

6
月
1
日
　
成
田
空
港
着
解
散

記
者
下
山

5
0
日
　
全
員
A
B
C
↓
C
1

5
月
1
日
　
全
員
C
l
↓
B
C

2
日
　
休
養
日
、
樋
口
、
清
水
サ

ン
ム
ー
へ

3
～
4
日
　
休
養
日

5
日
　
宮
崎
、
吉
田
C
l
へ

6
日
　
シ
ェ
ル
パ
4
人
C
4
泊

7
日
　
樋
口
サ
ン
ム
ー
か
ら
B
C

入
り

8
日
　
松
本
、
武
田
C
l
へ

9
日
　
B
C
残
留
隊
員
自
主
ト
レ

ー
ニ
ン
グ

1
0
日
　
樋
口
、
今
井
C
l
へ

〇
m
で
断
念

第
二
次
隊
大

山
は
七
八
〇

〇
m
で
断
念
、

今
井
は
C
6

へ第
三
次
ア
タ

ッ
ク
隊
　
〈
樋

口
、
松
本
、
武

田
）
　
C
4
へ

1
8
日
　
第
二
次
隊
今

井
ア
タ
ッ
ク

断
念

第
三
次
隊
樋

口
も
断
念

1
9
日
　
第
三
次
隊
武

田
C
5
へ
、

登
山
活
動
終
了
宣
言

C
6
、
C
5
、
C
4
撤
収

隊
荷
B
C
に
集
結

隊
荷
整
理
、
打
ち
上
げ

B
C
↓
サ
ン
ム
ー
へ

サ
ン
ム
ー
↓
カ
ト
マ
ン
ズ

さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー

先
発
隊
帰
国
へ

成
田
空
港
着
解
散

後
発
隊
帰
国
へ

《隊構成》

隊
　
長
　
樋
口
宗
平

副
隊
長
　
宮
崎
　
勉

隊
　
員
　
貝
瀬
寿
雄
、
松
本
繁
則
、

久
保
田
一
美
、
武
田
芳
政
、

吉
田
文
江
、
大
山
洋
次
、

今
井
通
子
、
折
原
幸
子
、

清
水
明
子
、
蓑
崎
昭
子

写
真
右
よ
り

宮
崎
　
勉
　
（
登
頂
）

ナ
ワ
ン
。
ヨ
ン
テ
ン
　
（
サ
ー
ダ
ー
）

樋
口
京
平
（
隊
長
）

ミ
ン
マ
“
ツ
エ
リ
ン
　
（
登
頂
）

A
B
C
　
（
六
三
〇
〇
m
）
　
に
て
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平
成
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
、
十

三
時
十
分
に
、
「
彼
女
が
、
雪
崩
に
流

さ
れ
、
不
明
。
」
　
と
い
う
連
絡
が
携
帯

電
話
に
、
同
行
の
二
人
よ
り
あ
っ
た
。

第
一
報
を
受
け
た
者
と
し
て
、
耳
を

疑
い
、
驚
き
、
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

五
人
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
行
動
し
て
い
た

内
の
、
先
行
の
二
名
に
連
絡
を
し
、
確

認
を
頼
む
が
、
視
界
は
悪
く
、
積
雪
は

腰
ぐ
ら
い
の
ラ
ッ
セ
ル
。
十
二
月
三
十

一
日
。
決
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
目
に
な

った。長
田
ま
り
子
さ
ん
は
沼
田
山
岳
会
に

平
成
四
年
に
入
会
し
、
会
の
行
事
に
積

極
的
に
参
加
し
、
個
人
山
行
も
会
の
中

で
は
一
番
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
岳

連
の
講
習
に
も
参
加
し
、
多
く
の
山
の

仲
間
と
知
り
合
い
、
県
民
登
山
、
山
田

昇
杯
登
山
競
争
大
会
、
第
三
十
九
回
全

日
本
登
山
体
育
大
会
な
ど
で
は
、
役
員

と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
山
の
花
の

好
き
な
人
で
、
よ
く
勉
強
し
て
い
ま
し

た。
多
才
な
人
で
、
コ
ー
ラ
ス
や
読
み
聞

か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
月
夜
野
町
の

行
事
に
も
熱
心
に
参
加
し
、
水
泳
や
そ

の
他
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
し
て
い
ま
し

た。
な
ぜ
彼
女
が
雪
崩
に
流
さ
れ
た
の
か
。

彼
女
か
ら
課
題
を
受
け
取
っ
た
想
い
で

す。平
成
十
四
年
一
月
一
日

初
期
捜
索
が
一
日
よ
り
、
県
防
災
ヘ

リ
の
協
力
を
得
て
、
二
名
の
救
助
に
向

か
う
。
無
事
に
二
名
を
収
容
し
て
へ
リ

ポ
ー
ト
ま
で
着
き
、
病
院
に
向
か
っ
た
。

捜
索
隊
は
ヘ
リ
に
て
肩
ノ
小
屋
に
上

が
り
、
西
黒
沢
方
面
と
ピ
ッ
ゴ
沢
方
面

を
捜
索
す
る
が
、
手
か
か
り
は
な
く
、

明
日
の
天
気
が
悪
く
な
る
予
報
だ
っ
た

た
め
に
下
山
し
た
。

遭
難
対
策
本
部
で
救
助
さ
れ
た
二
名

よ
り
現
場
の
状
況
を
聞
き
、
明
日
に
備

えた。
一
月
二
日

本
日
も
天
気
は
良
く
、
ヘ
リ
コ
ブ
タ

ー
で
肩
ノ
小
屋
ま
で
上
り
、
昨
日
確
認

し
た
、
荷
物
を
デ
ポ
し
た
岩
ま
で
行
き
、

沢
に
入
り
、
三
ヶ
所
を
ゾ
ン
デ
す
る
が
、

ま
り
子
さ
ん
の
発
見
は
で
き
な
か
っ
た
。

雪
が
降
り
、
視
界
が
悪
く
な
っ
た
。

肩
ノ
小
屋
に
六
名
が
泊
ま
る
。

一
月
三
日

捜
索
隊
は
肩
ノ
小
屋
よ
り
、
胸
ま
で

の
ラ
ッ
セ
ル
と
な
っ
た
。
サ
ポ
ー
ト
隊

は
熊
穴
沢
避
難
小
屋
ま
で
の
ト
レ
ー
ス

を
付
け
、
合
流
し
下
山
。

今
後
の
捜
索
に
つ
い
て
協
議
し
、
次

回
は
一
月
十
二
日
～
十
三
日
を
第
一
回

目
と
し
て
、
肩
ノ
小
屋
へ
荷
上
げ
を
行

な
う
。
第
二
回
は
二
月
十
日
と
十
一
日
。

荷
物
を
デ
ポ
し
た
岩
ま
で
行
き
現
場
付

近
を
捜
索
す
る
が
、
視
界
が
悪
い
。

第
九
回
　
四
月
七
日

積
雪
の
減
少
の
測
定
を
始
め
る
。

第
十
六
回
　
五
月
五
日

沢
の
斜
面
を
三
・
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

掘
り
、
積
雪
面
を
調
査
し
、
事
故
当
時

の
雪
の
層
を
推
測
す
る
。
天
神
平
ス
キ

ー
場
の
気
象
記
録
を
入
手
し
て
デ
ー
タ

を
整
理
し
た
。

第
三
十
回
　
五
月
三
十
日

ピ
ッ
ケ
ル
が
発
見
さ
れ
る
。
今
ま
で

捜
索
し
て
い
た
場
所
よ
り
、
下
部
か
ら

出
て
き
た
。

六
月
一
日
（
第
三
十
一
回
）
よ
り
、
毎

日
捜
索
に
入
る
。

六
月
十
一
日

残
雪
を
融
か
す
た
め
に
、
ト
ヨ
を
設

置
す
る
。
ヒ
ツ
ゴ
沢
本
流
と
合
流
し
た

場
所
よ
り
五
十
メ
ー
ト
ル
程
下
部
で
、

オ
ー
バ
ー
手
袋
の
片
方
が
発
見
さ
れ
た
。

六
月
十
三
日

ヒ
ツ
ゴ
沢
合
流
よ
り
上
の
雪
田
で
、

ス
コ
ッ
プ
が
発
見
さ
れ
た
。

第
四
十
九
回
　
六
月
十
九
日
㈱
　
晴
れ

ヒ
ツ
ゴ
沢
本
流
、
標
高
一
三
七
〇
メ

ー
ト
ル
付
近
で
、
十
二
時
四
十
分
に
発

見
の
連
絡
が
入
っ
た
。

ま
り
子
さ
ん
を
発
見
で
き
た
こ
と
で
、

現
実
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
が
、

来
た
。
今
日
し
か
な
い
と
い
う
好
天
だ

っ
た
。
十
七
時
十
四
分
、
県
警
へ
り
に

よ
っ
て
収
零
さ
れ
た
。

彼
女
か
ら
の
課
題
に
対
し
て
の
筈
は
、

捜
索
に
参
加
し
た
人
達
、
そ
れ
ぞ
れ
の

心
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

彼
女
を
忘
れ
な
い
こ
と
。

彼
女
の
こ
と
を
話
し
、
伝
え
る
こ
と
。

今
回
の
捜
索
に
関
し
て
は
、
醇
馬
岳

連
に
加
盟
の
各
山
岳
会
や
山
の
仲
間
の

方
々
に
は
、
多
く
の
お
見
舞
い
や
差
し

入
れ
を
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

した。長
田
ま
り
こ
さ
ん
は
山
梨
県
の
保
福

寺
に
い
ま
す
。



平成14年10月9日（4）第74号

慈 ※　　　製 　　蓬表題繋叢 

i Sへま �� ��� 

報 

‾嚢翼嚢 �� ��� 

聴 � ��� 

蓬要事 �言、it　　∴∴　∴ �� � �� �� ���� 

嚢黍嚢霧 �義 �� � � ���� 

ii＼‾＼‾i還 �� � �� �� � ��� 
∴∴∴一∴∴∴ 　、‾ ∴一一∴二 、＿、ミニC ミミーご＿＿ 

‾∵ �� �� �� 

、ミ÷← �� �� �� 

∴∴一∴∴ 医1、　－1さ一一㌢一一 　∴∴一一i肇giij∴ 

富士登山競走大会　六合目付近

まんぐ畠山

高
体
連
登
山
専
門
部
委
員
長」ヽ

¶

林
　
達
　
也

十
月
二
十
七
日
㈲
、
第
二
十
五
回
弾

馬
県
民
登
山
大
会
が
子
持
山
・
小
野
子

山
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
今
年
は
高
体

連
登
山
専
門
部
　
（
高
校
の
山
岳
部
）
　
が

主
幹
と
し
て
運
営
に
当
た
り
ま
す
。
轄

馬
県
内
で
は
高
校
四
十
八
校
に
山
岳
部

が
あ
り
、
登
録
部
員
数
も
四
五
〇
名
弱
、

そ
の
指
導
に
当
た
る
顧
問
の
教
師
を
含

め
る
と
、
総
計
六
〇
〇
名
近
い
組
織
と

な
っ
て
い
ま
す
。

山
岳
部
の
高
校
生
に
と
っ
て
、
一
年

の
活
動
の
中
で
大
き
な
目
標
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
大
会
、
そ
れ
が
毎
年
五
月

の
県
高
校
総
体
で
、
子
持
山
・
小
野
子

山
、
榛
名
山
、
赤
城
山
の
三
山
域
を
三

年
間
で
一
巡
す
る
よ
う
に
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
の
県
民
登
山
大
会
に
用

意
し
た
コ
ー
ス
は
、
高
校
総
体
で
実
際

に
使
っ
て
い
る
コ
ー
ス
で
す
。

◆
A
コ
ー
ス
（
子
持
山
。
健
脚
向
き
〃

約
七
時
間
）

北
毛
青
年
の
家
　
＝
　
ゲ
ー
ト
　
＝
　
見

本
林
の
広
場
…
‥
浅
間
山
…
‥
大
弛

…
‥
大
黒
岩
分
岐
…
‥
子
持
山
頂
…

…
林
道
…
‥
天
文
台
車
道
　
＝
　
北
毛

青
年
の
家

A
コ
ー
ス
は
、
そ
の
一
部
は
高
校
総

体
の
た
め
に
整
備
し
た
コ
ー
ス
で
、
市

販
の
登
山
地
図
や
国
土
地
理
院
の
地
形

図
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
ル
ー
ト
、

つ
ま
り
、
見
本
林
の
広
場
か
ら
浅
間
山

（
せ
ん
げ
ん
や
ま
）
ま
で
の
間
、
静
か
な

落
葉
広
葉
樹
林
の
中
を
登
り
ま
す
。
浅

間
山
頂
で
子
持
神
社
か
ら
の
登
山
道
に

合
流
し
、
そ
こ
か
ら
大
地
ま
で
の
間
は
、

緩
や
か
に
上
り
下
り
す
る
、
広
々
と
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
山
道
で
、
右
手
に
獅

子
岩
〈
大
黒
岩
）
　
や
そ
れ
を
中
心
に
広

が
る
放
射
状
岩
脈
な
ど
を
確
か
め
な
が

ら
、
き
っ
と
心
地
よ
い
山
歩
き
が
で
き

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
大
地
か
ら
大
黒
岩

分
岐
ま
で
は
、
急
な
斜
面
の
苦
し
い
登

り
と
な
り
ま
す
が
、
稜
線
に
立
つ
と
、

関
東
平
野
を
眺
め
な
が
ら
の
登
り
一
汗

で
山
頂
と
な
り
ま
す
。
山
頂
か
ら
は
沼

田
台
地
や
利
根
川
、
日
光
白
根
山
、
皇

海
山
、
武
尊
山
、
上
越
国
境
の
山
並
み

を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

◆
B
コ
ー
ス
　
（
子
持
山
“
約
五
時
間
）

北
毛
青
年
の
家
　
＝
　
天
文
台
P
…
…

林
道
…
二
〇
二
九
m
…
‥
子
持
山

…
…
電
波
塔
…
…
一
〇
二
九
m
…
…

林
道
…
‥
天
文
台
P
　
＝
　
北
毛
青
年

の
家

こ
の
コ
ー
ス
も
高
体
連
な
ら
で
は
の

山
道
を
部
分
、
部
分
に
使
い
ま
す
。
天

文
台
の
駐
車
場
か
ら
一
〇
二
九
m
の
小

丘
ま
で
は
、
や
は
り
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等

に
は
な
い
で
し
ょ
う
。
一
〇
二
九
m
で

小
峠
か
ら
の
道
を
合
わ
せ
、
頂
上
を
往

復
し
ま
す
。

◆
C
コ
ー
ス
（
中
ノ
岳
〃
健
脚
向
き
〃

約
七
時
間
）

北
毛
青
年
の
家
…
‥
赤
芝
の
姉
ツ
ツ

ジ
…
…
妹
ツ
ツ
ジ
…
…
小
野
子
山
…

…
小
野
子
・
中
ノ
岳
鞍
部
…
…
中
ノ

岳
…
…
中
ノ
岳
・
十
二
ケ
岳
鞍
部
…

…
林
道
…
‥
子
持
牧
場
…
…
北
毛
青

年
の
家

小
野
子
山
・
中
ノ
岳
の
北
面
を
回
る

ル
ー
ト
で
す
。
短
い
な
が
ら
も
急
な
上

り
下
り
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ス
で

は
、
何
と
言
っ
て
も
、
中
ノ
岳
か
ら
の

眺
望
の
素
晴
ら
し
さ
で
し
ょ
う
。
薄
っ

す
ら
と
雪
を
被
り
、
裾
野
に
紅
葉
の
広

が
る
、
そ
ん
な
上
越
国
境
の
山
々
が
迎

え
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◆
D
コ
ー
ス
（
小
野
子
山
。
約
五
時
間
）

北
毛
青
年
の
家
…
‥
赤
芝
の
姉
ツ
ツ

ジ
…
‥
妹
ツ
ツ
ジ
…
‥
小
野
子
山
…

…
小
野
子
・
中
ノ
岳
鞍
部
…
子
持
牧

場
…
…
北
毛
青
年
の
家

小
春
日
和
の
中
、
時
間
を
気
に
す
る

こ
と
な
く
、
の
ん
び
り
と
山
の
中
に
浸

り
た
い
向
き
の
方
、
お
奨
め
で
す
。
た

だ
し
、
温
か
い
飲
み
物
と
、
お
し
ゃ
れ

な
携
行
食
と
、
し
っ
か
り
と
し
た
防
寒

着
が
必
需
品
で
す
。

鏑
木
　
毅
選
手
、
山
頂
コ
ー
ス
優
勝

富
士
吉
田
市
役
所
か
ら
富
士
山
頂
ま

で
の
二
十
一
キ
ロ
を
一
気
に
駆
け
登
る

山
岳
レ
ー
ス
「
第
五
十
五
回
富
士
登
山

競
走
」
　
（
山
梨
県
・
富
士
吉
田
市
主
催
）

が
、
七
月
二
十
六
日
開
催
さ
れ
、
鏑
木

毅
選
手
　
（
辞
馬
県
庁
）
が
山
頂
コ
ー
ス

で
優
勝
の
栄
冠
を
勝
ち
取
っ
た
。
ス
タ

ー
ト
時
の
気
温
は
二
十
三
度
　
（
河
口
湖

測
候
所
調
べ
）
、
山
頂
コ
ー
ス
に
参
加
し

た
男
女
二
二
二
四
人
の
内
、
完
走
者
は

八
六
九
人
　
（
三
九
・
〇
七
％
）
　
と
い
う

過
酷
な
レ
ー
ス
を
制
覇
し
た
。

鏑
木
毅
選
手
談
。
「
と
に
か
く
熱
い
一

日
で
し
た
。
完
走
率
も
過
去
最
低
と
い

う
こ
と
で
、
と
て
も
厳
し
い
レ
ー
ス
で

し
た
。
勝
負
は
後
半
、
五
合
目
以
降
と

思
い
、
五
含
目
ま
で
は
と
に
か
く
抑
え

て
い
き
ま
し
た
。
五
含
目
は
九
位
で
し

た
が
、
さ
す
が
に
こ
の
暑
さ
で
先
行
す

る
選
手
は
か
な
り
ば
て
て
お
り
、
六
合

目
で
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ラ
ソ

ン
代
表
の
川
島
伸
次
選
手
を
抜
き
、
七

含
目
手
前
で
は
二
位
に
浮
上
、
八
含
目

で
先
頭
を
ゆ
く
三
連
勝
を
目
指
す
小
林

修
選
手
に
な
ら
び
、
本
八
含
目
手
前
先

行
、
そ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
。
去
年
二
位
と

い
う
こ
と
で
辛
酸
を
嘗
め
た
た
め
今
回

は
三
回
の
現
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
他
、

イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
　
〈
富
士
山
の

コ
ー
ス
の
研
究
等
）
　
に
多
く
の
時
間
を

割
い
た
の
か
よ
か
っ
た
よ
う
で
す
。
」



（5）平成14年10月9日　　　　　　　　　　　　　山　岳　ぐ　ん　ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第74号

鴫の店　ドライバ■レストラン

ー饗瀦軽薄1齢　↓ゝ

利根郡白沢村（国道120号線）　TEL。0278－53臆2053

襲診「麗二薮I関離灘I蓮園
沼田高上久屋町1231TEL・FAX　0278－23－6802
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電話、弱電工事

霧竃灘棚強酸
〒379－2223

佐波郡東相乗小保方252
℡　0270－62－2012

÷∴∵∴∴∴÷∴二三∴ �� � � � � � �＝浬田鶴はSO：喜賀∴‾　－ ���� �� ���� � � � � � � 
∵∴÷ ＿÷ �∴∴∵一∴　∴ 　　ヽ、－ヽ �畷撥 �顕 � � �ミ �こ“言‾■i　‾∴遼ミ；こ：ここ鷺〇〇〇〇〇 � �i　　　　　　　　　i �箪滝壷青、 �ミ謡浅発譲受速衰亡を－ � �∴　　　∴一　一　∴ � �� � �逃静 � �緩 � �蕩 磐や箪湊湾議 �軍務裁建 

きき　　‾ � �藤懸撥 �畷鰹饗麗 � �繋 � � � � � � � �、　　　　　　　　　　　　　　　◆ � � � � 

綴滋　畿箋選 �� � ���：∴†i霊；二三 ��二‾…三業萎翳繋蓬撃 ���� � ���� �沼遥 � � � �� �‾‾i＿i 

登霧麗圏 ； �� � � �� � �誉嚢言畿綴 ����照　一ミ義淫霊室姿 �∵∴∴ ��霧※ �∴．∴十 ㌧ ∴＼∴∴ミ �澹 �毒 ‘ � �∴∴ �蜜 � �董 �一・、1、1韻一翼襲 
ミ∴∴間 �� � ���� �慈懇悪寒露悪欝 �・i窯望超 �� � � � �� � 

網 ��、十三∴烹　回忌 �� ��」」繋 ��病言響 � � � ��騨　一二違　・ ��������� 

嫁 ぎ㌣墨∴∵ �　激 　准 綴聯鰯綴綴 � �ヽ卜ヾ　　ヽ ���三滝： �� ��∴∴－∴ �養 �餐H 透き寒さ寒 遼繋選姦 �：∴∵ ∴ ∴言 葉発 露 箋重 義露 霊ミ �「‾＿∴三三∴∴ ∴∴：∴∴∴∴ 寒ミミ 翼嚢 ��∴「 ：∵ �∴∴一∴ ∴ ∴∴ 綴綴 �∴：∴∵∵∵ lベ、′ 撥　一重蓉蛋適卸間 ヽヽ〃○＋∴ ∴∴∴∴∴∴∴： ������竜ミ ∴∴・∴∴； ∴∴∴： 

（存）山とスキーの店葎　躍
DreamROX

伊勢崎市富子町1819－1

TEL　0270－21－8025

FAX　0270－21－8026

本店（山の談話室楼蘭）
伊勢崎市中央町18－8
TEL　0270－25－0272
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H。喜一　G鶴母朝議撥漆灘穀醜聞慾二義藍一言 

登山隊遠征 誠　築館　筆書 

フ 外 い ヽ ら 海 伝 力 �� ���tl　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ 

∴十一 �手 ー を 、ィ �配力 まで ����メー ���　ヽ タ－のレンタル、販売 ∴ヽ 

個人 ������∴●隊荷亨 ∴∴∴i一∴一∴ 　∴∴＼－∴∵∴ ���∴一一一　　　　　　　　　　∴一　∴「∴∴一一 　　　　　　　　　　　　　　　∴一一一一∴一∴ 

∴∴二二二二三＿∴二：∴十二∴「∴∴∴　∴∴∴∴∴∴∴∴∴．∴∴　∴∴∴三：二三で二三二三：「こ‾∵∵÷∴二二三二三二㍉→∵i「三二二三㍉ミニ、二　二言∴∴ 
三÷二三二㌧：∵∴∵∴∴∴騒∴十十：∴　∴＼∵　∴「∴∴∴∴ ���÷二手‾三∵二三三三三∵ざ∵㍉十∴∴∴∴∴∴∴言一一一∴　∴∴∴二言－∴÷ミー：∵㍉∵÷：÷二三三二三∴ミ÷÷㍉∴∴：三二÷‾÷∴∴∴←‾ ∴∴：二三㍉二二二∵∵∴「∴三三：∴∴∴∵「∴ 　　　　　　　　　∴∴∵ ���　　　　　　　∴∴∴‾i ∴：ミミミ：三三三：圭∴∴∴言∵∵∵∵：∴詰i享：圭ミニミ三三ミ三雲÷二三三三三ミミ三善ミニ三三i三三三㌔ 

∴ミ三二÷；∴∴∵∴：：∴：言：：言∴∴十二： ���．∴：㌻三三三塁三÷ミ二二三∴∴∴∴‾∴：∵∴亨：∴∴∴∴∴；言：ヾ二㌧ミミミミ三三ミミ三三ミミミミ三三三三ミ：ミミ：ミ：ミミ三三二三 
‾∴∴＼∵∴＿∵∴÷㌣二言享子∵∴∴∴：「∵∴∵r「∵三三ミ二二三三ミ‾十十一∴∴：∴∵言を∴∵∴∴∴∴∴；∴∴ゞ二言÷㌻二三三千三二塁二三三三ミミぐ三二三：三三三：三三ミ∴ ルパック－ジ・ 

ツア ベて ーヽ一一、 、＿、ま、、 ＼∴十十：∵ ∴：∴ ．・ヾ鎚 ヽ ������旅行に関するす　　　トレ、、キ、グ 

お手 ス ���� ��� します ���●ネパール、インド、ヨーロッパ・ 

アルプスを始め世界各地での 

掴醒轟　音88躍 ���　　∴∴一一∴∴一∴∴∴二言∴∴ 　　　　　∵÷ 「．一∴－∴　　　　　∴言i∴ 　蓬も、、、 ∴一言一言∴ ∴∴一∴ 　∴∵∴∴∴∴∴ 

の航 �空券 世 謬 亨 欝等 、、、、 速染 �罪名 テ！ ��地 繋、一、‾ ∴∵ 薫 ∴∴－∴∴ 享三言 ∴÷∴ ささ 、 繁諒 ヽ∴∴∴、 …軽 �∴∴ヽ∴ ∴「 ‾議も＿ ∴∴＿－＿ ∴十一∴－∴ 「三二㌢ ヽ＿ 婆 ｛ヽ〇 一7′、、 ん‾ 

通機∴ �関の手配 � 

∴∴∵∴ 　　∴∵∴∴∴∴－ ∴∴∵∴∴∴∴一∵一子、∴∴＿ �曇懸畿　　　何でもお気軽にご相談ください 
騒 

二言「：∵：∴∴ “；－ 、嘉．，築． r ※選 

一、－1照二幸享一一品∵　十日章一一浩一十　　　　1　　　－　　　　一∵一報．霊鳥－iii11品　　　　　　　　　　　　　　　11　－黒帯享i照一目一　円1－1－－－〝．　1　、　－　　－1∵∵菅田　一 

酸類 　　　　　∵遼競 闘閣聞聞聞聞聞閣闘騒溺聞 　　　　　ヽ、、 

、専 守 ����、薄溝懇　　　態　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　頸駿綴、、　　　　　　　蟻　　酸 ＿ヽ． ∴．：∵∵∴奉書 7㌔持 諒 �繋霧顕開聞闘闇騒溺 

∴∴、ふ∴ 　章 　さ 　き1｝← 　藍藻類鱒 損傷　葦諦′ 、巾′「 　　　　挽 

：∴十三∴∴∴∴∴∴、－i　　　諒綴懸窪 
＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」ti続．一　高農事駆i！－汝　－ii1－　　　1 

藷1－－1 

、 　　　　　　　　認鑑 　　　　　　　　稼 萱　　重囲彊聖詣謹閲藍説舗語間醒韓堀田謂田圃聞聞 
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；聞蒸発発露懇態∴－熊田 ∴∴ �一　一＼十一∴ �∴詰二一二 �∴予言十十三 �謙二享喜一一読＼斗享ii詰 

∴詳言 �∴言霊藍藻ふ＿ � 

ま、 �＼∴∴∴∴÷ －一手 ・二一∴∴∴′　∴∴－‘； ：∴十㌧　∴∴「 箋 箋費謬表題寒露“美 嚢ミ －∴∵∵∴∴∴　一 誌 輩≡二二三－∴ 
蒸発 墓襲曇霊聾馨 ま一、 一選嚢蓬 寒； 寒鶏陸寒雲染返 ミミ嚢墓怒鶉 � �議へ繋黍、 � �濫讃）‾‾、．‘1二，“…’‾ 

∴「∴∴∴ 、ミ寒さ 　＝‾一室透 　翼翼 �蕊　墾圏琵琶、 �÷∴∵∴ �∴∴　∴∵∴やぎ三業 

遷緊表題繋繋謬繋饗報蓬遼発議 �発き箋惑 �態畿懸績畷擬態綴懸撥撥畿 

寒議駁雲 、“姿 �∴一一一一㌦∴∴ 最強繋霞謬嚢 � � 

閻圏騒題麗轡醸 �∴∴　＿～∴∴一∴ 　　　　　　　　∴一一∵∵∴∴†：享言霊 へ愛 護 麗醒麗麗醗麗懸、 箋 麗姿 遽懇 素手－ 、◆ 寒雲委 譲 �� �∴∴∴「： 　湖懸畿 � � �∴∴∴「 ∴」∴ 認議題iii �態躍饗撥懸 繋、…嚢雑談 　淑 　◆ 　′、1 電亜＿∵∵車上蕊∴ 

一一・ ∴－－∵ � �一連　†ヾ・′ �醗iii．一＿醐、 、綴綴綴滋畿綴撥縫 

蔑瑳翼 �藤一懸撥懇登綴閣圏 ∴T「二言 � �箋葵憑澄 子÷∵ 畿※漆 �闘，．．i鵬＿十 鰯′綴綴綴懸 

襲慈愛繋轟 き、繋　　　　　　　～珂・一 �溺醸懸畷閏問詰圏醗綴懸発議 ��綴べ綴 ミミ主∴∴∵ �∴十∴∴ 

∴二鳥∴　一一∵ ま、 ���＼∴「 ∴∴－ ′で亀，育 綴欝轢轡－， 　′ 譲謎懸 ） 緩鮫隣 
－‾∴二∴ ：、∴∵－∴∴　さ∴ 琵善幸＞すべ 繋強震騒‾襲類 　　　　　○こ 

∴藍 ふ、 誇 † 

組数藍繋薯驚繚一霊露讃繋宰雪国　璃鵠瀞1日∴∴、tS 
鰯 、 　め．ゝ i○○闘 �　　　　　　　　蒸窪 　　　　　　　　　　　　　　　　「 　　　　　　　手 話 

′　　　l 　　　，7 　　　　ま ���一　言十十藍：∴；∴庸子田幸子∴∵登　　　　呂計－∴園丁・戚議題醗艶麗麗灘欄勝肝，‾∴顕格 
÷∵∴工藍子藤　　　　　　　　　　一　　　着艦▲　　　　シ詳1－I　　　　　議　　　　　　　　　　　題浮　　　　′　　　　　翻筆書鮪濡，翠譲鰯漂腎・．・、l纏　重曹繊巧観・一十一一、（一一、 

二田宣誓雪国∴羅敏一潔 ���　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●、　強 　　　　　　　　　　　　　　　　　主義 　　　　　　　　　　　　　　　　　●－＿一一ヽ 寄書 　　　　　　　　　慣き一　　一、慈 

謡露璽璽謡溺溺闘恐 ��綴繋一　躍露頭畷霧擬懸霧、醗騒綴 �、■i←－illか一一〇ゝ＼一・ 　・｝嘉一′、 �緩綴鰯撥へ′・綴綴※懸漆騒綴覇 鴻飴澱液磯雄′，撚※璧饗欒襲肇垂畿 �11－、－ 、発議懲響 �恵一　－iJii 　∴ヽ �∴∴∴∴＿∴∴　　∴三∴∴ニー∴∴二二二三三三 

漆薫愛三一志二二二㌦∴謀議惹起表違憲i霊莞霊霊1－窪誓拳蒸発発議議i ����∴　　　　　　　．∴∴∴∴一∴一∴∴∴∵∴、∴．辛∴∴∴∴．∴ ‾ヾ’馳こ、＿ き　　　　　　織頚撥一議懸※鰯、鰯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝農’4 

溺灘緩騒闘醗綴畷畷綴 ���i溺－、饗認認＿醗 �∴∴∴∴∴言∴∴ �∵－ ��替！沈 
i・　　1　－　i， 

寓屋建設グル賀プ 

歴史、信用、技術をもって、21世紀の人間と環境を考える。 　　　　総合建設業 

合　寓屋建設株式会社 
会　長　星　野　　光 

■本社　群馬県沼田市上原町1756－2　TEL0278－23－4648（代）　FAX0278－24－3371 

喜支店　東／ �京都豊島区 �東池袋4－2－7　　TEL03－3985－7631　　　FAX03－3982－5964 

∴云∴∴百足∴∴ユミ舌芯∴　　　　　　　　　　一　　∴　　　　　∴ ＿．∴∴∴∴∴∴　∴∴ �一∴「∵∴∴∵∴＿ � �∴十日∴「！ 

、－へ、ヽ 　一∴∴‾∴ �∴∴「∴：÷÷∴∴∴∴ 　‾∴∴∴∴∴一 　∵∴∴∵一一∴ 　＿∴∴一∴∴∴ 一∴一一∴∴∴∵∴一 　∴一∴「∴∴∵∴ 　　一一∴∴ �∴　∴　一　∴∴ � �∴∴∴ ‾∴‾∴ ー＿‾寒さ �繋繋、＿一一、， j百：一 �∴　∴　　∴∴X苫田∴：：　　∴ 

∴一　一一　∴∴　一 �、禁ま、 ∴∴∴∴∴∴∴ ��ミ一一）　ヽ－ �脅′ 

∴∴∴－i－ ∴－ �∴一一一∴∴÷∴ ∴∴∴－∴∴∴∴∵ 一∴∴‾「∴∴∴∴ � � �、饗、 � �0278∴24∴48甘言FAXO278－23－7960∴∴∴∴ 

ミ　一、へ �ベン←書ヽ 　∴一一∴一∴∴一十㌧∴ 　　　　一∴一∴∴ �∴∴　一∴∴∴ �∴　　＿∴‾∴　∴　＿ �∴　‾ �　∴∴一 、－、－ �一　　一　二　　一　∴　　∴ 

∴∴－∴ 、ミミき 、＿ミうま ∴∴∴ �∴：二 言∴∴∴一 一一一、‾← ∴－∴∴＿∴ ∵∵∴∴∴∴∴一 ∴∴∴∴ニー∴∴∴一∴一 � �べ � �、寒ミミ、 ∵∴＿一 ∴一一∴ ∴∴∵ ∴∴「∴ 繋※－発寒 ∴一∴∴∴ ∴∵一∴ �∴∵∵∴ ‾∴∴∴一 ＼∴一∴∴∴∴ ∴「∴∴‾∴∴∴ ∴：－∵∴「蔓 、一、－モー ∴∴∴∴∴∴ ∴一一∵∴ 一∴∴∴∴∴「 ∵∴∴∴∴∴∴∴一 ∴∴一一∴‾ ∴∴∴一∴∴ ∴∴∴∴∴∴∴∴ �・エ　　　ーへ 

賑 � ���蓬 

一∴「∴∵∴「∵∴「∴：∴∴一 言∴∴∴∴∴一∴∴＿「∴ 、、、‾‾‾、、、湊、漆へ態襲、、 ∴∴∵∴「∴一一‾∴∴i‾∴ ��鰯、憑一芸綴綴茎 � ����　　　∴ii∴一∴∴ ：本∴∴社：海田市上久喜23∴381㌧∴∴　　∴ 
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